
資料５
第3次安芸高田市

総合計画基本計画の考え方
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●第３次安芸高田市総合計画基本計画の検討ポイント 資料５

目次構成（案） 検討のポイント

第3章 基本計画

1 基本計画の構成 ・基本構想と基本計画の関係性も踏まえた、政策・施策体系を整理

2 基本計画における横断的な政策手段

(1)公民連携の推進 ・関係部・課へのニーズ・課題等に係るヒアリング等により、公民連携の方針を整理

(2)デジタルの活用 ・関係部・課へのニーズ・課題等に係るヒアリング等により、デジタルの活用の方針を整理

(3)プロモーションの強化 ・誰に対して（市内外）、どのような情報を、どのような媒体を使って、発信していくか方針を整理

3 政策目標別分野計画

(1)政策目標１
市民とともに歩むまちづくり

・第２次安芸高田市総合計画に位置付ける施策をベースとして、第２次安芸高田市総合計画策定以降に
策定された個別計画のレビュー、関係各部・課へのヒアリング等により、詳細を検討

・市民アンケート調査(18歳以上、高校生、中学生、外国人、企業)の結果も踏まえた施策検討も実施

【各政策目標の各施策の構成イメージ】
●〇〇〇施策の方針
●〇〇〇施策の内容
●〇〇〇施策の目標指標

(2)政策目標２
市民が暮らしやすいまちづくり

(3)政策目標３
子どもたちの学びと成長に寄り添うまちづくり

(4)政策目標４
いつまでも健康で安心して暮らせるまちづくり

(5)政策目標５
産業振興で活力あるまちづくり

4 重点プロジェクト ・第３次安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略を重点プロジェクトとして位置付け

5 推進・進捗管理

●基本計画の推進体制
・庁内における政策・施策体系の推進体制を整理
●基本計画の進捗管理の体制・手法
・第３次安芸高田市総合計画基本計画を誰が、どのように評価していくか、仕組みを整理



①市民とともに歩む
まちづくり

②市民が暮らしやすい
まちづくり

③子どもたちの学びと
成長に寄り添う
まちづくり

④いつまでも健康で安心
して暮らせるまちづくり

⑤産業振興で活力ある
まちづくり

・市民と行政の対話による寛容なまちづくり
・公共施設の総延床面積の削減による行財政改革
・職員の育成と機能的な組織づくり

・おたがいさまの気持ちで繋がり、誰も置き去りにしないまちづくり
・地域振興組織等による住民自治のまちづくり
・あらゆる危機に対する防災・減災のまちづくり・災害死ゼロに向けた自助・共
助の推進：お互いさまの気持ちで繋がり、誰も置き去りにしないまちづくり

・高齢者・子どもの見守りと居場所づくり
・買い物不便地域解消のための移動販売の推進
・公共交通機関の空白地帯を補完するための取組の検討
・地域内外の移動を支える交通インフラの維持・管理
・互いを尊重レ、多様性を認め合う共生社会の実現
・ひろしま安芸高田神楽の魅力発信と安芸高田市のファンの拡大
・誰もがスポーツに親しみ、スポーツへの関心を高めることが出来る機会の創出
・道の駅等の拠点施設を活用した市内外からの集客による賑わいの創出
・地域の持続可能性を高める循環型社会の推進

・社会の未来を担う子どもを育てる制度と仕組みの見直し
・安心して産前産後期間を過ごせるためのサポート支援
・子どもたちの共感性、内発性、創造性を伸ばす保育支援
・子どもたちにより良い学習環境を提供するための取組の検討
・いじめや不登校等悩みを抱える児童生徒を支援するための体制警備
・フリースクールやオンライン教室を通じた子どもの学びの場の拡充・連携
・多世代交流拠点としての役割も担う子ども食堂の実現

・誰もが住み慣れた地域で暮らし続けられるまちづくり
・高齢者の健康の保持増進・介護予防、社会活動等への参加の推進
・全ての市民の健康に欠かせない地域医療の体制の確保・強化

・企業誘致（IT企業等）による地域経済の活性化
・市内商工業の振興に向けた各種団体との連携支援
・農業経営基盤強化の推進による稼げる農業の実現
・林業従事者の育成確保と適切な森林整備
・自然、文化、歴史等の地域資源を生かした観光づくりの推進

肯
定

行
動

共
有

3つの姿勢基本理念 将来像 政策目標 施策体系

公民連携
の推進

デジタル
の活用

プロモーション
の強化

横断的な政策手段 重点プロジェクト

第2の
ふるさと
づくり

第2の
ふるさと
づくり

若者に
選ばれる
まちづくり

若者に
選ばれる
まちづくり

帰ってき
たくなる
学びのまち
づくり

自助・共
助・公助の
まちづくり

自助・共
助・公助の
まちづくり

自助・共
助・公助の
まちづくり

新
し
い
価
値
観
を
生
む
・
ま
ち
の
魅
力
を
育
む
機
能
の
強
化
（
道
の
駅
や
各
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、
新
た
な
賑
わ
い
を
生
み
出
す
）

守
っ
て
い
き
た
い
地
域
の
暮
ら
し
の
機
能
の
維
持
・
確
保
（
医
療
、
移
動
手
段
等
の
生
活
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
機
能
）

受
け
継
い
で
い
き
た
い
安
芸
高
田
市
ら
し
さ
（
と
け
あ
い
、
芽
ぶ
き
、
一
つ
に
就
る
。
）

百
万
一
心
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
安
芸
高
田
市
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●第３次安芸高田市総合計画の政策・施策体系（案） 資料５

注：施策体系については、今後の庁内ヒアリングにより、
名称変更や施策の増減が発生し得ます。
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【参考】基本計画における施策体系と次期総合戦略の対応関係 資料５

・基本計画における施策体系と次期総合戦略の対応関係は以下のとおりです。

基本構想
基本計画における施策体系

(今後の庁内ヒアリングにより、名称変更や施策の増減が発生し得る)

次期総合戦略
（重点プロジェクト）

基本
理念

将来像
３つの
姿勢

政策目標
基本目
標Ⅰ

基本目
標Ⅱ

基本目
標Ⅲ

基本目
標Ⅳ

百
万
一
心
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
安
芸
高
田
市

新
し
い
価
値
観
を
生
む
・
ま
ち
の
魅
力
を
育
む
機
能
の
強
化
（
道
の
駅
や
各
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、
新
た
な
賑
わ
い
を
生
み
出
す
）

守
っ
て
い
き
た
い
地
域
の
暮
ら
し
の
機
能
の
維
持
・
確
保
（
医
療
、
移
動
手
段
等
の
生
活
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
機
能
）

受
け
継
い
で
い
き
た
い
安
芸
高
田
市
ら
し
さ
（
と
け
あ
い
、
芽
ぶ
き
、
一
つ
に
就
る
。
）

肯
定

行
動

共
有

①市民とと
もに歩むま
ちづくり

・市民と行政の対話による寛容なまちづくり
・公共施設の総延床面積の削減による行財政改革
・職員の育成と機能的な組織づくり

●

②市民が暮
らしやすい
まちづくり

・おたがいさまの気持ちで繋がり、誰も置き去りにしないまちづくり
・地域振興組織等による住民自治のまちづくり
・あらゆる危機に対する防災・減災のまちづくり・災害死ゼロに向けた自助・共助の
推進・お互いさまの気持ちで繋がり、誰も置き去りにしないまちづくり

・高齢者・子どもの見守りと居場所づくり
・買い物不便地域解消のための移動販売の推進
・公共交通機関の空白地帯を補完するための取組の検討
・地域内外の移動を支える交通インフラの維持・管理
・互いを尊重し、多様性を認め合う共生社会の実現
・ひろしま安芸高田神楽の魅力発信と安芸高田市のファンの拡大
・誰もがスポーツに親しみ、スポーツへの関心を高めることが出来る機会の創出
・道の駅等の拠点施設を活用した市内外からの集客による賑わいの創出
・地域の持続可能性を高める循環型社会の推進

●

●

●

●

③子どもた
ちの学びと
成長に寄り
添うまちづ
くり

・社会の未来を担う子どもを育てる制度と仕組みの見直し
・安心して産前産後期間を過ごせるためのサポート支援
・子どもたちの共感性、内発性、創造性を伸ばす保育支援
・子どもたちにより良い学習環境を提供するための取組の検討
・いじめや不登校等悩みを抱える児童生徒を支援するための体制整備
・フリースクールやオンライン教室を通じた子どもの学びの場の拡充・連携
・多世代交流拠点としての役割も担う子ども食堂の実現

●
●
●
●
●
●
●

●

④いつまで
も健康で安
心して暮ら
せるまちづ
くり

・誰もが住み慣れた地域で暮らし続けられるまちづくり
・高齢者の健康の保持増進・介護予防、社会活動等への参加の推進
・全ての市民の健康に欠かせない地域医療の体制の確保・強化

●

⑤産業振興
で活力ある
まちづくり

・企業誘致（IT企業等）による地域経済の活性化
・市内商工業の振興に向けた各種団体との連携支援
・農業経営基盤強化の推進による稼げる農業の実現
・林業従事者の育成確保と適切な森林整備
・自然、文化、歴史等の地域資源を生かした観光づくりの推進

●

●

【次期総合戦略における基本目標のタイトル（案）】
基本目標Ⅰ：第２のふるさとづくり 基本目標Ⅱ：若者に選ばれるまちづくり
基本目標Ⅲ：帰ってきたくなる学びのまちづくり 基本目標Ⅳ：自助・共助・公助のまちづくり
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